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食雑誌の内容分析―写真篇
常 木 暎　生
A Content Analysis Study of Food Magazine Photograph
TSUNEKI Teruo
Abstract
 How is the food looked at by the media today given that the concern about food is increasing these 
days? The purpose of this study is to clearly categorize and show food magazine photographs using the 
content analysis. It was found that the photographs of dishes were the most numerous in food magazines. 
The next  most common photographs were those of the chefs who made these dishes.
The photographs of cooking ingredients were also quite numerous. From the analysis of the photographs, 
it can be said that food magazines refl ect the  food culture in the modern society for example, eating out at 
restaurants by  not only showcasing prepared dishes but also their creators and the cooking ingredients 
used.
Keywords: food culture, food magazine, chef, cooking ingredient, dish
抄　　録
　食に対する関心が高まっている今日、メディアの中で食はどのように取り上げられているのであろうか。
本研究では、食雑誌における写真ではどのようなカテゴリーが取り上げられているかを、内容分析によっ
て明らかにすることが目的である。その結果、料理がもっとも多く登場しているのは、食雑誌という性格
から当然であろう。次に多いのは作り手であるシェフの写真である。さらに食材もかなり多く登場してい
る。写真からの分析であるが、食雑誌は単にお店、料理だけではなく、作り手、食材など、現代社会にお
ける食文化への関心の広まりが反映されている。
キーワード：食文化、食雑誌、料理人、食材、料理
1 　はじめに
1-1　研究の背景
　このところ食への関心が非常に高まっている。テレビ、新聞、雑誌、本、インターネッ
トなどのメディアでは盛んに食が取り上げられるようになってきた。1990年代からのイタ
リアン・フレンチ・寿司などの一流グルメブームから昨今のラーメン・うどん・カレーな
どのB級グルメブームに至る食べ物・お店、ワインブームなど美味しさの追求、BSE（牛
海綿状脳症）・遺伝子組み換え食品・残留農薬・食品添加物などの食品の安全性、産地偽
― 30 ―
関西大学『社会学部紀要』第42巻第 3 号
装・混ぜ物工作などの食品偽装、健康食品・サプリメントなど健康問題、ファーストフー
ドの広がりに対する懸念からのスローフードブーム・地産地消など食に関する事柄・問題
が個人レベル、社会レベルで関心を集めている。
　現代社会の食に対するこのような関心の高まりを象徴するものが2005年に制定された食
育基本法であろう。食育とは、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康の
確保等が図れるよう、自らの食について考える習慣や食に関する様々な知識と食を選択す
る判断力を楽しく身に付けるための学習等の取組みを指し、健全な食生活を実践する人間
を育てる生きるための基本的な知識であり、学校、家庭をはじめ社会全般のテーマである。
このように現代社会においては、食は嗜好、健康などに止まらず、政治、経済、文化など
社会生活のあらゆる面で、そしてさまざまなレベルで食は非常に注目されている。
　一方、メディアの世界でもこのような状況が反映されている。殊に影響力の強いテレビ
では、食に関する事柄が近年多く取り上げられるようになってきた。話題になった番組を
挙げると、「料理の鉄人」「どっちの料理ショー」「BISTRO SMAP」「魔法のレストラン」
など料理、調理の紹介番組が多いが、近年では「食彩の王国」「産地発！食べ物一直線」な
ど食材や郷土料理を扱う番組が登場しつつある。これらの番組は食材生産者の想い、食材
の文化的歴史的な背景が語られており、視聴者の関心が単なる料理、店、調理法に留まら
ず、食文化まで拡がっていることの現われと解される。
　新聞ではどうであろうか。朝日新聞のデータベース聞蔵で「食文化」というキーワード
で経年的に1990年から2010年までを検索してヒットした記事件数を 5年置きにみると、1990
年の89件以降、1995年102件、2000年397件、2005年514件、2010年480件と増えている。
　食雑誌では1984年に「あまから手帖」、1991年「ダンチュウ」、1994年「料理王国」、2001
年「おとなの週末」、2004年「デリシャス」、2005年「食楽」、2006年「料理通信」が創刊さ
れており、1990年以降食雑誌がどんどん発行されている。
　これらもまた人々そして社会の食への関心の高まり・拡がりの反映であろう。
1-2　研究の目的
　このような食に対する関心の高まり・拡がりを背景にして、今回は食雑誌に掲載されて
いる写真の内容が現在どのようなものになっているかを明らかにすることが研究の目的で
ある。取り上げた「ダンチュウ」「あまから手帖」「食楽」「料理王国」「料理通信」の五誌
は一般向けの雑誌であるが、プロの料理人にも読まれるもので、これらの雑誌に採り上げ
られることは料理店、シェフにとって、一種のステータスになっている。
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2 　内容分析の方法
⑴　対象の雑誌と内容部分
　食雑誌「ダンチュウ」「あまから手帖」「食楽」「料理王国」「料理通信」5誌の2009年 2 、
4 、 6 、 8 、10、12月号計30冊に掲載されている記事（目次にタイトルと掲載ページが出
ているもの）に掲載されている写真（イラストを含む）を対象にする。なお、広告、記事
広告の写真は内容分析の対象としない。
⑵　コーディング方法
　食雑誌のコーディングはコーディング・マニュアルに沿ってトレーニングを受けた16名
のコーダーが2010年 7 月の一か月の間に分担して行なった。なお一つのコーディング対象
は 1名のコーダーが担当し、同一対象を複数のコーダーで行なったわけではない。
　コーディング対象の測定は次の表 1に挙げる項目に従い、記事一つごとではなく、 1ペ
ージごとに行なった。
表 1　コーディング項目
1．量的な側面
　⑴　 1ページ当たりの写真枚数
　⑵　 1ページに占める写真部分の合計面積：1/3未満、1/3～2/3未満、2/3以上
2．内容の側面（ 1ページ単位）
　⑴　店：枚数、ジャンル（外観、内部、その他）の有無
　⑵　料理・調理
　　　枚数（料理写真の枚数、調理写真の枚数）、ジャンル（和食、中華、
　　　イタリアン、フレンチ、洋食、デザート、お菓子、その他）の有無
　⑶　飲み物：枚数、ジャンル（日本酒、ワイン、焼酎、ビール、その他）の有無
　⑷　人物：枚数、ジャンル（シェフ、オーナー、生産者、その他）の有無
　⑸　食材：枚数、ジャンル（肉、魚介、野菜、その他）の有無
　⑹　食器：枚数、ジャンル（器、カトラリー、グラス、その他）の有無
　⑺　風景：枚数
　⑻　地図：枚数
3 　食雑誌の写真の内容分析結果
⑴　 1ページ当たりの写真枚数
　分析対象になったページに 1ページ当たり平均何枚の写真が掲載されているかを示した
ものが表 2である。
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表 2　写真枚数の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 4.99 3.816
図 1　写真合計の面積
0
2%
1/3 未満
26%2/3 以上
27%
1/3 ～ 2/3 未満
45%
　合計ページ3,545のうち、写真掲載がないものは98ページ（全体の2.8％）、もっとも掲載
数が多いのは 1 枚の686ページ（19.4％）、二番目に多いのは 5 枚の424ページ（12.0％）、
三番目に多いのは 6枚の352（9.9％）となった。ちなみに 1ページ当たりの掲載数がもっ
とも多いのは36枚である。
　平均枚数は約 5枚で標準偏差は約3.8である。比較となる他ジャンルの雑誌のデータがな
いので何とも言えないが、決して少なくない掲載数と思われる。
⑵　 1ページ当たりの写真部分の面積
　図 1は 1ページ当たりの写真面積の合計が各ページのどれくらいの面積を占めているか
を示したものである。写真面積の合計は「 0」「1/3未満」「1/3～2/3未満」「2/3以上」の 4
水準で測定されている。写真面積は写真の上に文字が書かれているものも含めている。
　最も多いのは「1/3～2/3未満」の1,609ページで全体の45.4％を占めている。約半数のペ
ージで写真が1/3から2/3となっており、食雑誌はファッション誌や情報誌などと同様に、
写真部分が多いと思われる。
　次に掲載されている写真を被写体の内容別に見て行こう。ここで取り上げた内容は店、
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料理・調理、飲み物、人物、食材、食器、風景、地図、その他である。店には作業場建物
も含み、料理は完成された料理、調理は料理を作っているところの写真とレシピの写真を
示している。
⑶　店の写真のページ数
　店（作業場も含む）の写真が掲載されているページは1,224で全体ページの35.6％であ
る。表 3は写真が掲載されていないページを含めて、店の写真が掲載されている 1ページ
当たりの平均と標準偏差を示したものである。
表 3　店写真の掲載の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 .58 1.087
図 2　写真掲載ページの掲載枚数（非掲載ページを除く）
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20％
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6 枚以上
3％
3枚
7％
　掲載されている店の写真の平均値は約0.6 ページとなり、標準偏差は約1.1であった。お
およそ 2ページに 1回は、店の写真が登場していることになる。
　次に店の写真が掲載されていないページを除き、 1ページ当たりに何枚の写真が掲載さ
れているかを示したものが図 2である。
 写真が掲載されているページを対象にして掲載枚数を調べると、店の写真 1枚が65％と大
半を占めている。ちなみに 1ページにもっとも多く店の写真が掲載されているページには
13枚が登場していた。
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⑷　店の写真のジャンル
　店の写真のジャンルは外観、内装、その他の三つを設定した。内装は店の内部の写真で
あるが、イス・テーブル、壁などに限り、料理、調理、飲み物、人物などは含まれない。
店の写真が掲載されているページを対象にして、三つのジャンルの比率を示したものが図
3である。
表 4　料理写真の掲載の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 1.41 1.808
図 3　店写真のジャンル別比率（非掲載ページを除く）
その他
3％
外観
36％
内装
61％
　店の写真は店の紹介記事には、必ずと言ってよいほど掲載されている。店の様子をもっ
ともわかりやすく表現するモードなのである。その中でも内装の写真は全体の約 6割を占
めている。食雑誌を読むものにとって、店の様子がわかるのはやはり外観よりも内装部分
であるから内装の比率が最も高くなっていると思われる。
⑸　料理、調理の写真のページ数
　まずは料理について述べて行く。料理の写真が掲載されているページは2,113で全体ペー
ジの57.9％である。
　表 4は写真が掲載されていないページを含めて、料理の写真の 1ページ当たりの平均と
標準偏差を示したものである。
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　掲載されている料理の写真の平均値は約1.5 ページとなり、標準偏差は約1.8であった。
おおよそ 3ページに 2回は、料理の写真が登場していることになる。
　次の図 4は料理の写真が掲載されていないページを除き、 1ページ当たりに何枚の写真
が掲載されているかを示したものである。
図 4　料理写真の掲載枚数（非掲載ページを除く）
1 枚
39％
2 枚
24％
3 枚
16％
4 枚
11％
5 枚以上
10％
　料理の写真が掲載されているページを対象にして掲載枚数を調べると、 1枚がもっとも
多く38.6％であるが、5枚以上も10,1％となっており、各水準に極端な違いは見られない。
ちなみに 1ページにもっとも多く料理の写真が掲載されているページには21枚が登場して
いた。
　次に調理の写真のページ数について記す。調理の写真が掲載されているページは613で全
体ページの17.3％である。料理の写真（2,113ページ、57.9％）に比べるとかなり少ない。
　表 5は調理の写真が掲載されていないページを含めて、調理の写真の 1ページ当たりの
平均と標準偏差を示したものである。
表 5　調理写真の掲載の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 .65 1.975
　掲載されている調理の写真の平均値は約0.7ページとなり、標準偏差は約 2であった。お
およそ 3ページに 2回は、調理の写真が登場していることになるが、かなりその出現がば
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らついている。
　次の図 5は調理の写真が掲載されていないページを除き、 1ページ当たりに何枚の写真
が掲載されているかを示したものである。
1 枚
32％
2 枚
14％
3 枚
13％
4 枚
11％
5 枚以上
30％
図 5　調理写真の掲載枚数（非掲載ページを除く）
　調理の写真が掲載されているページを対象にして掲載枚数を調べると、 1枚がもっとも
多く31.9％であるが、 5枚以上も29.7％となっており、料理写真と同様に各水準に極端な
違いは見られない。ちなみに 1ページにもっとも多く料理の写真が掲載されているページ
には18枚が登場していた。
⑹　料理・調理の写真のジャンル
　料理・調理の写真のジャンルは和食、中華、イタリアン、フレンチ、洋食、デザート、
お菓子、その他の七つを設定した。料理・調理の写真が掲載されているページを対象にし
て、七つのジャンルの比率を示したものが図 6である。なお、ここでは料理と調理を合わ
せて扱っている。
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　和食が32.7％ともっとも多く、次いで中華が16.4％となっているが他のジャンルも決し
て少なくなく、いろいろな種類の料理が万遍なく取り扱われていることがわかる。
⑺　飲み物の写真のページ数
　飲み物の写真が掲載されているページは490で全体ページの13.8％である。料理の写真
（2,113ページ、57.9％）に比べるとかなり少ない。表 6は写真が掲載されていないページ
を含めて、飲み物の写真の 1ページ当たりの平均と標準偏差を示したものである。　掲載さ
れている飲み物の写真の平均値は0.35ページとなり、標準偏差は約1.3であった。おおよそ
3ページに 1回は、調理の写真が登場していることになる。
和
33％
中華
16％
イタリアン
12％
フレンチ
7％
洋食
8％
デザート
5％
お菓子
8％
その他
11％
図 6　料理・調理写真のジャンル別の比率（非掲載ページを除く）
表 6　飲み物写真の掲載の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 .35 1.281
　飲み物の写真が掲載されているページを対象にして掲載枚数を調べると、 1枚がもっと
も多く52.2％であるが、 5枚以上も15.9％となっており、料理写真と同様に各水準に極端
な違いは見られない。ちなみに 1ページにもっとも多く飲み物の写真が掲載されているペ
ージには17枚が登場していた。
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⑻　飲み物の写真のジャンル
　飲み物の写真のジャンルは日本酒、ワイン、焼酎、ビール、その他の五つを設定した。
料理・調理の写真が掲載されているページを対象にして、五つのジャンルの比率を示した
ものが図 7である。
図 7　飲み物写真のジャンル別の比率（非掲載ページを除く）
日本酒
7％
ワイン
44％
焼酎
11％
ビール
22％
その他
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　料理・調理の写真では和食がもっとも多かったので、日本酒の登場が多いと思われたが、
日本酒の登場は6.7％と一番少なく、日本酒と焼酎を合わせても17.2％であった。それに対
してワインは44.2％と最も多く登場しており、どの料理にもワインという世の中のワイン
ブームを反映しているように思われる。
⑼　人物の写真のページ数
　人物の写真が掲載されているページは1,456で全体ページの41.1％である。料理の写真
（2,113ページ、57.9％）の次に多い。表 7は写真が掲載されていないページを含めて、人
物の写真の 1ページ当たりの平均と標準偏差を示したものである。　掲載されている人物の
写真の平均値は0.61ページとなり、標準偏差は約1.1であった。おおよそ 2 ページに 1 回
は、調理の写真が登場していることになる。また写真の枚数は当然のことながら、 1枚が
74.2％と圧倒的に多い。
― 39 ―
食雑誌の内容分析―写真篇（常木）
　昨今の食ブームでは、料理のみならず作り手、生産者など関係者が取り上げられること
が少なくない。このようなブームの実情が反映されていると思われる。
⑽　人物の写真のジャンル
　人物の写真のジャンルはシェフ、オーナー、生産者、その他の四つを設定した。人物の
写真が掲載されているページを対象にし、四つのジャンルの比率を示したものが図 8であ
る。
表 7　人物写真の掲載の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 .61 1.136
図 8　人物写真のジャンル別の比率（非掲載ページを除く）
シェフ
47％
オーナー
13％
生産者
7％
その他
31％
　人物写真の約半数はシェフの写真である。雑誌の有名店の記事ではその店が出す料理だ
けではなく、作り手が取り上げることが少なくなく、特に食雑誌ではその傾向が強い。ま
たその他も約 3割と多いが、このほとんどは店に食べに来ているお客さんの写真である。
⑾　食材の写真のページ数
　食材の写真が掲載されているページは661で全体ページの15.8％であり、飲み物の写真と
同様に少ない。ただ食ブームの当初は食材に目が向けられることはほとんどない状況であ
ったことを考えると、食材にも注目がされるようになってきた現在の食関心の方向が現れ
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ているように思われる。
　表 8は写真が掲載されていないページを含めて、食材の写真の 1ページ当たりの平均と
標準偏差を示したものである。　掲載されている食材の写真の平均値は0.37ページとなり、
標準偏差は約1.4であった。おおよそ 3ページに 1回は、食材の写真が登場していることに
なる。また写真の枚数は 1枚が56.1％と一番多い。
表 8　食材写真の掲載の平均値と標準偏差
合計ページ 平均値 標準偏差
3,545 .37 1.358
⑿　食材の写真のジャンル
　食材の写真のジャンルは肉、魚介、野菜、その他の四つを設定した。食材の写真が掲載
されているページを対象にして、四つのジャンルの比率を示したものが図 9である。
図 9　食材写真のジャンル別の比率（非掲載ページを除く）
肉
20％
魚介
12％
野菜
21％
その他
47％
　このところに健康関心の高まりからか野菜の写真が登場することが肉と同じくらいにな
っている。ただし、その他のジャンルがもっとも多くなり、ジャンルの設定とコーダーの
トレーニングに問題があったと思われる。その他に記入されたものは米、ぶどう、オリー
ブ、麹などであった。
⒀　食器の写真
　食器の写真が掲載されているページは117で全体の3.3％と非常に少ない。その中で最も
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多いのは器で48％を占めている。まだまだ食器に対する関心が高まっていないことの反映
であろう。
⒁　風景
　風景の写真が掲載されているページは213で全体の6.6％である。店や食材の取れる地方
の風景である。イタリアやフランスのぶどう畑、オリーブ畑など食材の出身地の写真が多
い。
⒂　地図
　地図のイラストが掲載されているページは454で全体の12.8％である。料理店のガイドブ
ックには必ずと言っていいほど地図が掲載されているが、食雑誌は店に行くために存在す
るわけではないことが示されている。
4 　考察と結び
　採り上げた食雑誌の全ページ3,545に掲載された写真の数は合計8,289枚で 1ページ当た
り2.34枚となる。図10は掲載写真のカテゴリー別頻度を示したものである。もっとも多い
カテゴリーは料理（2,113ページ、全体の25.5％）、次に多いのは人物（1,456ページ、全体
の17.6％）、その次は店（1,224ページ、全体の14.8％）である。対象が食を紹介する雑誌
なので、料理が多いのは当然であると思われる。注目すべきは人物、特にシェフの写真が
多く取り上げられていることと食材（661、全体の8.0％）であろう。
図10　掲載写真のカテゴリー別頻度
2113
料理 人物 店 食材 調理 飲み物 地図 風景 食器 その他
1456
1224
661 613
490 454
213
117
948
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　シェフの写真が多いのは食に関する関心が拡がりを見せ、どのような人物が料理を作っ
ているにも及んでいることの現われと理解される。また、それほど多くないが、食材の写
真が掲載されるようになってきたのは、同様にどのような素材（その他に分類された素材
も多い）が使われているかにも関心が高まっていることを示すと思われる。数は少ないが、
人物の写真の中で生産者が掲載されているのもあり、関心の拡がりを示すものであろう。
　料理店ガイドブックに掲載されている写真は、ほとんどが料理であり、作り手、素材、
生産者は非常に少ない、例えば有名なミシュランにはこれらはまったく掲載されていない。
食雑誌は店や料理の紹介だけではなく、作り手、オーナー、料理を楽しむお客、生産者、
食器、土地柄などいわば食文化を伝えているのである。
　このように他メディアと同じように、食雑誌において食文化に関することが掲載される
ようになってきたのは、個人レベル、社会レベルで食に関する事柄・問題が注目を集めて
おり、現代の食に対する関心は高まり、拡がりも見せている。この象徴である2005年制定
の食育基本法は健全な食生活、食文化の継承、健康の確保などが趣旨とされ、学校、家庭
をはじめとする社会全体の問題と位置付けている。このように現代社会においては、食は
嗜好、健康にとどまらず、社会全般のテーマとなっているのである。このような傾向の一
端が食雑誌の写真にも反映されていると考えるのは穿ち過ぎだろうか。
　最後に今後の課題を挙げておきたい。この論文で取り上げたのは食雑誌の写真のみであ
る。それだけでは食雑誌の内容分析としては片手落ちであり、次にぜひとも為さなければ
ならないことは食雑誌の文字部分の分析である。現在分析中であるが、写真部分と文字部
分を合わせて内容分析を行なうことにより、より完成された食雑誌の内容分析となるであ
ろう。
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